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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ユーザに適した制御を実行することができる空
気調和機、ネットワークシステム、サーバ、および情報
処理方法を提供する。
【解決手段】通常の冷房モードと、操作履歴に基づく第
１のテーブルに基づいて設定温度を自動的に設定する冷
房自動モードと、を選択的に実行する、空気調和機１０
０が提供される。あるいは、通常の暖房モードと、操作
履歴に基づく第１のテーブルに基づいて設定温度を自動
的に設定する暖房自動モードと、を選択的に実行する、
空気調和機１００が提供される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通常の冷房モードと、操作履歴に基づく第１のテーブルに基づいて設定温度を自動的に
設定する冷房自動モードと、を選択的に実行する、空気調和機。
【請求項２】
　通常の暖房モードと、操作履歴に基づく第１のテーブルに基づいて設定温度を自動的に
設定する暖房自動モードと、を選択的に実行する、空気調和機。
【請求項３】
　前記第１のテーブルに有効期限が設定される、請求項１または２に記載の空気調和機。
【請求項４】
　前記第１のテーブルの前記有効期限が切れると、前記冷房自動モードまたは前記暖房自
動モードから前記通常の冷房モードまたは前記通常の暖房モードに切り替える、請求項３
に記載の空気調和機。
【請求項５】
　季節・天候・気温の少なくともいずれかに対応する、室温および外気温と設定温度との
関係を示す第２のテーブルに基づいて自動運転を実行する、請求項１から４のいずれか１
項に記載の空気調和機。
【請求項６】
　標準の自動運転のための、室温および外気温と設定温度との関係を示す第３のテーブル
を記憶し、
　前記第２のテーブルに有効期限が切れると、前記第３のテーブルに基づいて標準の自動
運転を実行する、請求項５に記載の空気調和機。
【請求項７】
　複数の空気調和機と、
　前記空気調和機の操作履歴を蓄積し、前記空気調和機の前記操作履歴に基づいて冷房自
動運転用および／または暖房自動運転用のテーブルを作成して、前記空気調和機に前記テ
ーブルを送信するためのサーバと、を備えるネットワークシステム。
【請求項８】
　空気調和機と通信するための通信インターフェイスと、
　前記空気調和機の操作履歴を記憶するためのメモリと、
　前記空気調和機の操作履歴に基づいて冷房自動運転用および／または暖房自動運転用の
テーブルを作成し、前記通信インターフェイスを介して前記空気調和機に前記テーブルを
送信するためのプロセッサと、を備えるサーバ。
【請求項９】
　前記テーブルには有効期限が設定され、
　前記プロセッサは、前記通信インターフェイスを介して、前記有効期限内に複数回、最
新の前記テーブルを前記空気調和機に送信する、請求項８に記載のサーバ。
【請求項１０】
　サーバにおける情報処理方法であって、
　空気調和機から操作履歴を取得して蓄積するステップと、
　前記空気調和機の前記操作履歴に基づいて冷房自動運転用および／または暖房自動運転
用のテーブルを作成するステップと、
　前記テーブルを前記空気調和機に送信するステップと、を備える情報処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機の制御の技術に関し、特にユーザの好みの制御を実行するための
技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来から、空気調和機を有効に利用するための技術が知られている。たとえば、特開２
０１６－０３８８７３号公報（特許文献１）には、機器設定システム、機器設定方法、情
報処理装置、及び機器設定プログラムが開示されている。特許文献１によると、１又は複
数の機器に対する制御情報の履歴に基づき、操作対象の機器を操作する情報処理装置を有
する機器設定システムであって、前記機器に対する制御情報の履歴を取得する情報取得手
段と、前記情報取得手段により得られた制御情報の履歴を分析して、機器の種別に基づく
機器設定情報を生成する機器設定情報生成手段と、前記機器設定情報生成手段により得ら
れた機器設定情報に基づき、前記機器の種別に対応する前記操作対象の機器に設定を行う
設定手段とを有する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－０３８８７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、ユーザに適した制御を実行することができる空気調和機、ネットワー
クシステム、サーバ、および情報処理方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この発明のある態様に従うと、通常の冷房モードと、操作履歴に基づく第１のテーブル
に基づいて設定温度を自動的に設定する冷房自動モードと、を選択的に実行する、空気調
和機が提供される。
【０００６】
　この発明のある態様に従うと、通常の暖房モードと、操作履歴に基づく第１のテーブル
に基づいて設定温度を自動的に設定する暖房自動モードと、を選択的に実行する、空気調
和機が提供される。
【０００７】
　好ましくは、第１のテーブルに有効期限が設定される。
【０００８】
　好ましくは、空気調和機は、第１のテーブルの有効期限が切れると、冷房自動モードま
たは暖房自動モードから通常の冷房モードまたは通常の暖房モードに切り替える。
【０００９】
　好ましくは、空気調和機は、季節・天候・気温の少なくともいずれかに対応する、室温
および外気温と設定温度との関係を示す第２のテーブルに基づいて自動運転を実行する。
【００１０】
　好ましくは、空気調和機は、標準の自動運転のための、室温および外気温と設定温度と
の関係を示す第３のテーブルを記憶する。空気調和機は、第２のテーブルに有効期限が切
れると、第３のテーブルに基づいて標準の自動運転を実行する。
【００１１】
　この発明の別の局面に従うと、複数の空気調和機と、空気調和機の操作履歴を蓄積し、
空気調和機の操作履歴に基づいて冷房自動運転用および／または暖房自動運転用のテーブ
ルを作成して、空気調和機にテーブルを送信するためのサーバと、を備えるネットワーク
システムが提供される。
【００１２】
　この発明の別の局面に従うと、空気調和機と通信するための通信インターフェイスと、
空気調和機の操作履歴を記憶するためのメモリと、空気調和機の操作履歴に基づいて冷房
自動運転用および／または暖房自動運転用のテーブルを作成し、通信インターフェイスを
介して空気調和機にテーブルを送信するためのプロセッサと、を備えるサーバが提供され
る。
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【００１３】
　好ましくは、テーブルには有効期限が設定される。プロセッサは、通信インターフェイ
スを介して、有効期限内に複数回、最新のテーブルを空気調和機に送信する。
【００１４】
　この発明の別の局面に従うと、サーバにおける情報処理方法が提供される。情報処理方
法は、空気調和機から操作履歴を取得して蓄積するステップと、空気調和機の操作履歴に
基づいて冷房自動運転用および／または暖房自動運転用のテーブルを作成するステップと
、テーブルを空気調和機に送信するステップと、を備える。
【発明の効果】
【００１５】
　以上のように、この発明によれば、ユーザに適した制御を実行することができる空気調
和機、ネットワークシステム、サーバ、および情報処理方法が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】第１の実施の形態にかかるネットワークシステム１の全体構成を示す図である。
【図２】第１の実施の形態にかかるネットワークシステム１を構成するサーバ１００およ
び空気調和機３００の構成を示すブロック図である。
【図３】第１の実施の形態にかかる標準的な自動運転制御テーブル３２１を示す図である
。
【図４】第１の実施の形態にかかる標準的な冷房暖房制御テーブル３２２を示す図である
。
【図５】第１の実施の形態にかかる季節や天候に好ましい自動運転制御テーブル１２３を
示す図である。
【図６】自動運転制御テーブルに関するサーバ１００の情報処理を示すフローチャートで
ある。
【図７】気温の予測データの例を示す図である。
【図８】天気の予測データの例を示す図である。
【図９】自動運転制御テーブルに関する有効期限と配信タイミングとを示す図である。
【図１０】冷房暖房制御テーブルに関するサーバ１００の情報処理を示すフローチャート
である。
【図１１】ログデータを示す第１のイメージ図である。
【図１２】ログデータを示す第２のイメージ図である。
【図１３】冷房暖房制御テーブルに関する有効期限と配信タイミングとを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の実施の形態について説明する。以下の説明では、同
一の部品には同一の符号を付してある。それらの名称および機能も同じである。したがっ
て、それらについての詳細な説明は繰り返さない。
　＜第１の実施の形態＞
　＜ネットワークシステム１の全体構成＞
【００１８】
　まず、図１を参照して、本実施の形態にかかるネットワークシステム１の全体構成につ
いて説明する。ネットワークシステム１は、主に、ユーザに快適な環境を提供するための
情報提供サービスを実現するためのサーバ１００と、当該サーバ１００に天気予報やユー
ザ情報などを提供する他のサーバ２００と、ルータやインターネットなどを介して当該サ
ーバ１００と通信可能な複数の空気調和機３００などを含む。
　＜ネットワークシステム１の動作概要＞
【００１９】
　次に、図１を参照して、本実施の形態にかかるネットワークシステム１の動作概要につ
いて説明する。空気調和機３００は、ユーザから受け付けた操作命令や実行中の動作など
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の操作履歴をサーバ１００にアップロードする（ステップＳ００２）。そして、サーバ１
００は、操作履歴に基づいたユーザの好みの制御を示すテーブルや季節な天気に適した制
御を示すテーブルなどを空気調和機３００に提供する（ステップＳ００８）。これによっ
て、空気調和機３００は、ユーザの好みの制御や季節や天気に適した制御を実行すること
ができる（ステップＳ０１０）。
【００２０】
　以下、このような機能を実現するためのネットワークシステム１の具体的な構成につい
て詳述する。
　＜サーバ１００および空気調和機３００の構成＞
【００２１】
　図２を参照して、ネットワークシステム１を構成するサーバ１００および空気調和機３
００の構成について説明する。
【００２２】
　まず、サーバ１００の構成について説明する。サーバ１００は、主たる構成要素として
、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１１０と、メモリ１２０と、通信インターフェイ
ス１６０とを含む。
【００２３】
　ＣＰＵ１１０は、メモリ１２０あるいは外部の記憶媒体に記憶されているプログラムを
実行することによって、空気調和機３００の各部を制御する。
【００２４】
　メモリ１２０は、各種のＲＡＭ（Random Access Memory）、各種のＲＯＭ（Read Only 
Memory）などによって実現される。メモリ１２０は、ＣＰＵ１１０によって実行されるプ
ログラムや、ＣＰＵ１１０によるプログラムの実行により生成されたデータ、操作部を介
して入力されたデータなどを記憶する。特に本実施の形態においては、メモリ１２０は、
ルータやインターネットを介して複数の空気調和機３００の各々から受信した操作履歴な
どのログデータ１２１などを記憶する。
【００２５】
　通信インターフェイス１６０は、無線ＬＡＮまたは有線ＬＡＮなどの通信モジュールに
よって実現される。通信インターフェイス１６０は、有線通信あるいは無線通信によって
他の装置との間でデータをやり取りする。すなわち、ＣＰＵ１１０は、通信インターフェ
イス１６０を介して、複数の空気調和機３００や天気情報サーバ２００などの他の装置か
らログデータや天気データなどの情報を受信したり、複数の空気調和機３００や天気情報
サーバ２００などの他の装置に制御データなどの各種の情報を送信したりする。
【００２６】
　次に、空気調和機３００の構成について説明する。空気調和機３００は、主たる構成要
素として、ＣＰＵ３１０と、メモリ３２０と、ディスプレイ３３０と、室温センサ３４１
と、外気温センサ３４２と、通信インターフェイス３６０と、赤外線インターフェイス３
６５と、機器駆動部３９０とを含む。
【００２７】
　ＣＰＵ３１０は、メモリ３２０あるいは外部の記憶媒体に記憶されているプログラムを
実行することによって、空気調和機３００の各部を制御する。
【００２８】
　メモリ３２０は、各種のＲＡＭや各種のＲＯＭなどによって実現される。メモリ３２０
は、ＣＰＵ３１０によって実行されるプログラムや、ＣＰＵ３１０によるプログラムの実
行により生成されたデータなどを記憶する。特に本実施の形態においては、メモリ３２０
は、操作部やリモコンから入力された操作履歴などのログデータや、ルータやインターネ
ットを介してサーバ１００から受信した制御テーブルなどを記憶する。
【００２９】
　より詳細には、本実施の形態においては、メモリ３２０は、自動運転モードに利用され
る自動運転制御テーブルや、冷房自動運転モードや暖房自動運転モードに利用される冷房
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暖房制御テーブルなどを記憶する。本実施の形態においては、図３に示すように、自動運
転制御テーブル３２１は、外気温と室温に応じた、運転モードと設定温度との対応関係を
含む。冷房暖房制御テーブル３２２は、図４に示すように、時間帯に応じた、冷房運転時
の設定温度と、暖房運転時の設定温度との対応関係を含む。
【００３０】
　そして、ＣＰＵ３１０は、自動運転命令に基づいて、自動運転制御テーブル３２１を参
照しながら、外気温と室温に基づいて自動運転モードを実行する。また、ＣＰＵ１１０は
、通常の冷房運転とは異なる冷房自動運転命令に基づいて、冷房暖房制御テーブル３２２
を参照しながら、時間帯に応じた設定温度で冷房自動運転モードを実行する。同様に、Ｃ
ＰＵ１１０は、通常の暖房運転とは異なる暖房自動運転命令に基づいて、冷房暖房制御テ
ーブル３２２を参照しながら、時間帯に応じた設定温度で暖房自動運転モードを実行する
。
【００３１】
　なお、ここで、通常の冷房運転や通常の暖房運転とは、空気調和機３００が自動運転用
のテーブルに従って自動的に設定温度を変更するものではなく、ユーザから指定された設
定温度で運転を実行するものである。
【００３２】
　図２に戻って、ディスプレイ３３０は、ＣＰＵ３１０からの信号に基づいて、文字や画
像などを出力する。なお、ディスプレイ３３０は、単にライトであってもよいし、タッチ
パネルであってもよい。
【００３３】
　室温センサ３４１は、空気調和機３００の室内機の近傍の温度を測定してＣＰＵ３１０
に入力する。外気温センサ３４２は、空気調和機３００の室外機の近傍の温度を測定して
ＣＰＵ３１０に入力する。
【００３４】
　通信インターフェイス３６０は、無線ＬＡＮまたは有線ＬＡＮなどの通信モジュールに
よって実現される。通信インターフェイス３６０は、有線通信あるいは無線通信によって
他の装置との間でデータをやり取りする。すなわち、ＣＰＵ３１０は、通信インターフェ
イス３６０を介して、サーバ１００や他の装置にログデータなどの情報をアップロードし
たり、サーバ１００などの他の装置から天候などに応じた自動運転制御テーブル、ログデ
ータに基づく冷房暖房制御テーブルなどの各種の情報を受信したりする。
【００３５】
　赤外線インターフェイス３６５は、リモートコントローラからの制御命令を受け付けて
ＣＰＵ１１０に受け渡す。
【００３６】
　機器駆動部３９０は、ＣＰＵ１１０からの信号に基づいて、電気機器の各部（モータや
ヒータなど）を制御する。
　＜ネットワークシステム１の情報処理＞
【００３７】
　次に、図２を参照して、本実施の形態にかかるネットワークシステム１の情報処理につ
いて説明する。空気調和機３００のＣＰＵ３１０は、操作命令などのログデータをメモリ
３２０に蓄積する。そして、ＣＰＵ３１０は、定期的に、または一定値以上のログデータ
が溜まった際に、ログデータをサーバ１００にアップロードする（ステップＳ００２）。
サーバ１００のＣＰＵ１１０は、ログ記録部１１１として、空気調和機３００からのログ
データをユーザ毎または空気調和機３００毎にログデータ１２１に蓄積していく。
【００３８】
　ＣＰＵ１１０は、制御テーブル作成部１１２として、定期的に、たとえば６時間毎に、
外部の天気情報サーバ２００などから、ユーザまたは空気調和機３００の住所地の２４時
間分の天気予報を取得する。そして、ＣＰＵ１１０は、ユーザ毎または空気調和機３００
毎の、図５に示すような、季節や天気に適した自動運転制御テーブル１２３を作成する（
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ステップＳ００４）。また、ＣＰＵ１１０は、制御テーブル作成部１１２として、ユーザ
または空気調和機３００のログデータに基づいて、ユーザの好みの２４時間分の冷房暖房
制御テーブルを作成する（ステップＳ００４）。
【００３９】
　ＣＰＵ１１０は、通信インターフェイス１６０を介して、空気調和機３００に制御テー
ブルをダウンロードするように指示する（ステップＳ００６）。
【００４０】
　空気調和機３００のＣＰＵ３１０は、当該指示に基づいて、通信インターフェイス３６
０を介して、サーバ１００から制御テーブルをダウンロードする（ステップＳ００８）。
【００４１】
　より詳細には、本実施の形態においては、自動運転制御テーブルに関しては、サーバ１
００のＣＰＵ１１０は、図６に示す処理を実行する。すなわち、ＣＰＵ１１０は、たとえ
ば６時間毎に、通信インターフェイス１６０を介して、天気情報サーバ２００から地域毎
の２４時間分の予測データを取得する（ステップＳ１０２）。より詳細には、ＣＰＵ１１
０は、図７に示すような未来の１日分の気温の予測データや、図８に示すような未来の１
日分の天気の予測データを取得する。
【００４２】
　そして、ＣＰＵ１１０は、当該予測データから、図９に示すように、６時間毎の２４時
間分の自動運転制御テーブル１２３を作成する（ステップＳ１０４）。ＣＰＵ１１０は、
通信インターフェイス１６０を介して、空気調和機３００毎に、空気調和機３００の地域
の天気などに適した２４時間分の自動運転制御テーブル１２３を送信する（ステップＳ１
０６）。
【００４３】
　また、本実施の形態においては、冷房暖房制御テーブル３２２に関しては、サーバ１０
０のＣＰＵ１１０は、たとえば１２時間毎に、図１０に示す処理を実行する。すなわち、
ＣＰＵ１１０は、通信インターフェイス１６０を介して、空気調和機３００からユーザ毎
または空気調和機３００毎の、図１１に示すようなログデータを取得する（ステップＳ２
０２）。ＣＰＵ１１０は、冷房・暖房・時間帯毎の設定温度の平均値を計算する（ステッ
プＳ２０４）。
【００４４】
　なお、ＣＰＵ１１０は、図１２に示すように、冷房・暖房・時間帯毎の平均値から大き
く乖離しているデータを除外することが好ましい（ステップＳ２０６）。この場合は、Ｃ
ＰＵ１１０は、除外後のデータに基づいて、冷房・暖房・時間帯毎の設定温度の平均値を
再計算する（ステップＳ２０８）。
【００４５】
　ＣＰＵ１１０は、ユーザ毎または空気調和機３００毎の冷房・暖房・時間帯毎の設定温
度の平均値から、ユーザ毎または空気調和機３００毎の２４時間分の冷房暖房制御テーブ
ル３２２を作成する（ステップＳ２１０）。本実施の形態においては、ＣＰＵ１１０は、
設定温度の平均値が計算できない時間帯に関しては、周辺の時間帯の設定温度の平均値に
基づいて設定温度を決定する（ステップＳ２１２）。
【００４６】
　ＣＰＵ１１０は、通信インターフェイス１６０を介して、２４時間分の冷房暖房制御テ
ーブル３２２を空気調和機３００に送信する（ステップＳ２１４）。
【００４７】
　本実施の形態においては、図１３に示すように、ＣＰＵ１１０は、１２時間毎に、最新
のログデータに基づいて、２４時間分の冷房暖房制御テーブル３２２を作成して、空気調
和機３００に提供するものである。
【００４８】
　冷房暖房制御テーブル３２２には、有効期限として、配信から２４時間という数値また
は２４時間後の日時などが設定されている。空気調和機３００のＣＰＵ３１０は、有効期
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限がきれるまでは、冷房自動運転命令を受け付けて、冷房自動運転モードとしてサーバ１
００からの冷房暖房制御テーブル３２２に基づいて設定温度を自動的に設定する。そして
、有効期限が切れると、ユーザの設定温度に基づいて通常の冷房運転を実行する。同様に
、空気調和機３００のＣＰＵ３１０は、有効期限がきれるまでは、暖房自動運転命令を受
け付けて、暖房自動運転モードとしてサーバ１００からの冷房暖房制御テーブル３２２に
基づいて設定温度を自動的に設定する。そして、有効期限が切れると、ユーザの設定温度
に基づいて通常の暖房運転を実行する。
【００４９】
　これによって空気調和機３００のＣＰＵ３１０は、自動運転命令に基づいて、サーバ１
００からの有効期限前の自動運転制御テーブル１２３を参照しながら、外気温と室温に基
づいて自動運転モードを実行する。なお、サーバ１００からの自動運転制御テーブル１２
３の有効期限が切れている場合は、ＣＰＵ３１０は、予めメモリ３２０に記憶されている
標準の自動運転制御テーブル３２１を参照しながら、外気温と室温に基づいて自動運転モ
ードを実行する。
【００５０】
　また、空気調和機３００のＣＰＵ３１０は、通常の冷房運転とは異なる冷房自動運転命
令に基づいて、サーバ１００からの有効期限前の冷房暖房制御テーブル３２２を参照しな
がら、時間帯に応じた設定温度で冷房自動運転モードを実行する。同様に、ＣＰＵ１１０
は、通常の暖房運転とは異なる暖房自動運転命令に基づいて、サーバ１００からの有効期
限前の冷房暖房制御テーブル３２２を参照しながら、時間帯に応じた設定温度で暖房自動
運転モードを実行する。なお、サーバ１００からの冷房暖房制御テーブル３２２の有効期
限が切れている場合は、ＣＰＵ３１０は、ディスプレイ３３０やスピーカからその旨を通
知して、通常の冷房運転や通常の暖房運転を実行する、あるいは冷房自動運転命令や暖房
自動運転命令を受け付けない。
　＜第２の実施の形態＞
【００５１】
　第１の実施の形態においては、自動運転制御テーブルに関しては６時間毎に、６時間ご
との自動運転制御テーブルを４つ作成して、空気調和機３００に送信するものであった。
しかしながら、サーバ１００は、Ｘ時間毎に、Ｙ時間ごとの自動運転制御テーブルをＺ個
作成して、空気調和機３００に送信するものであって、ａＸ≦Ｚ×Ｙという条件を満たせ
ばよい。また、有効期限も２４時間でなくてもよい。なお、ａは、２以上、あるいは２以
上の整数であることが好ましい。これによって、自動運転制御テーブルの配信に失敗して
も、標準の自動運転制御テーブルの運転に戻さなければならない可能性を低減することが
できる。
　＜第３の実施の形態＞
【００５２】
　第１の実施の形態においては、冷房暖房制御テーブルに関しては１２時間毎に、２４時
間分の冷房暖房制御テーブルを作成して、空気調和機３００に送信するものであった。し
かしながら、サーバ１００は、Ｘ時間毎にＹ時間分の冷房暖房制御テーブルを作成して空
気調和機３００に送信するものであって、ａＸ≦Ｙという条件を満たせばよい。また、有
効期限も２４時間でなくてもよい。なお、ａは、２以上、あるいは２以上の整数であるこ
とが好ましい。これによって、冷房暖房制御テーブルの配信に失敗しても、通常の冷房運
転や通常の暖房運転に戻さなければならない可能性を低減することができる。
　＜第４の実施の形態＞
【００５３】
　第１の実施の形態においては、空気調和機３００が自動運転モードと冷房自動運転モー
ドと暖房自動運転モードを有するものであった。しかしながら、空気調和機３００は、通
常の冷房モードを有して、冷房自動運転モードを有さないものであってもよいし、通常の
暖房モードを有して、暖房自動運転モードを有さないものであってもよい。この場合は、
サーバ１００は、自動運転制御テーブルを空気調和機３００に提供するが、冷房暖房制御
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テーブルは空気調和機３００に提供する必要はない。
【００５４】
　逆に、空気調和機３００は、自動運転モードを有さずに、冷房自動運転モードおよび／
または暖房自動運転モードを有するものであってもよい。この場合は、サーバ１００は、
冷房暖房制御テーブルは空気調和機３００に提供するが、自動運転制御テーブルは空気調
和機３００に提供する必要はない。
　＜第５の実施の形態＞
【００５５】
　上記の実施の形態の空気調和機３００の役割の一部や全部を、サーバ１００やスマート
フォンなどの通信端末やリモートコントローラなどが担ってもよい。あるいは、サーバ１
００の役割の一部や全部を、複数のサーバや空気調和機３００やスマートフォンなどの通
信端末やリモートコントローラなどが担ってもよい。
　＜その他の応用例＞
【００５６】
　本発明は、システム或いは装置にプログラムを供給することによって達成される場合に
も適用できることはいうまでもない。そして、本発明を達成するためのソフトウェアによ
って表されるプログラムを格納した記憶媒体（あるいはメモリ）を、システム或いは装置
に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（又はＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に
格納されたプログラムコードを読出し実行することによっても、本発明の効果を享受する
ことが可能となる。
【００５７】
　この場合、記憶媒体から読出されたプログラムコード自体が前述した実施の形態の機能
を実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成するこ
とになる。
【００５８】
　また、コンピュータが読出したプログラムコードを実行することにより、前述した実施
の形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュ
ータ上で稼動しているＯＳ（オペレーティングシステム）などが実際の処理の一部または
全部を行い、その処理によって前述した実施の形態の機能が実現される場合も含まれるこ
とは言うまでもない。
【００５９】
　さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機
能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わる他の記憶媒体に書き
込まれた後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニ
ットに備わるＣＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述し
た実施の形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【００６０】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は、上記した説明ではなく、特許請求の範囲によって示さ
れ、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図さ
れる。
【符号の説明】
【００６１】
１　　　　：ネットワークシステム
１００　　：サーバ
１１０　　：ＣＰＵ
１１１　　：ログ記録部
１１２　　：制御テーブル作成部
１２０　　：メモリ
１２１　　：ログデータ
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１２３　　：自動運転制御テーブル
１６０　　：通信インターフェイス
２００　　：サーバ
３００　　：空気調和機
３１０　　：ＣＰＵ
３２０　　：メモリ
３２１　　：自動運転制御テーブル
３２２　　：冷房暖房制御テーブル
３３０　　：ディスプレイ
３４０　　：操作部
３４１　　：室温センサ
３４２　　：外気温センサ
３６０　　：通信インターフェイス
３６５　　：赤外線インターフェイス
３９０　　：機器駆動部

【図１】 【図２】
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